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夢は“食”で
健康寿命を延ばすこと。
私たちがチャレンジしています

ワタミグループが介護に携わって
いた経験を活かし、介護施設向け
の嚥下（えんげ）食などの研究開発、
在宅で療養する方への訪問栄養指
導などを行っています。食を通じ
て健康寿命を延伸し、最期のひと
口まで人それぞれに合わせた食事
を提供していく。そのための根拠
作りと研究をしています。国の事
業への参加や学会発表も活発に行
い、内外から注目が集まっています。

2016年４月、「ワタミの宅食」に
新しく研究機関が発足しました。
それが「健康長寿科学栄養研究所（通称・長寿研）」です。
食の宅配サービスを通じて、高齢者の方々に喜びと幸せを
お届けしていくという「ワタミの宅食」の思い……。
さらなる未来を見据えたとき、超高齢社会を支えるために
何ができるかを考え、長寿研は生まれました。
長寿を素直に喜べる社会を目指す、
「長寿研」の取り組みをご紹介します。

超高齢社会の
未来を見据えて

※健康状態に問題がなく、自立した生活を送ることができる期間のこと。

※このコーナーの写真は、献立開発のためのテストキッチンにおいて、献立企画開発担当者のイメージを撮影したものです。
実際の製造工程においては、厳重な衛生管理のもと、全ての従事者が定められた白衣、帽子、手袋等を着用しています。

最期のひと口まで
栄養とおいしさを届けたい
健康長寿科学栄養研究所

ワタミ・健康長寿科学栄養研究所

麻植（おえ・写真右から２人目）が持つのは長
寿研の開発商品「やわらかおせち」。食材のや
わらかさだけでなく、味の良さも評判となり
ました（2017年度のご注文受付は2017年11
月29日をもちまして終了しております）。
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「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、
低
栄
養

を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
高
齢
者
の
中
に
は
、

健
康
な
体
を
維
持
す
る
た
め
の
栄
養
が

不
足
し
た
状
態
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
」
と
話
す
の
は
、
長
寿
研
所
長
の

麻
植
で
す
。

　低
栄
養
は
転
倒
や
寝
た
き
り
、
肺
炎

や
認
知
症
な
ど
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

低
栄
養
を
防
ぐ
こ
と
は
大
き
な
課
題
。

長
寿
研
で
は
、
介
護
食
の
開
発
や
訪
問

栄
養
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
介
護
食
は
、
い
く
ら
食
べ
や
す
く
て

も
、
お
い
し
く
な
い
と
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。『
ワ
タ
ミ
の
宅
食
』

の
お
弁
当
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
栄

養
と
お
い
し
さ
に
は
非
常
に
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
」

　ま
た
現
在
、
一
部
地
域
で
行
っ
て
い

る
訪
問
栄
養
指
導
は
、
目
の
届
き
に
く

い
在
宅
介
護
の
方
々
の
低
栄
養
を
解
消

し
た
い
と
、
仕
組
み
作
り
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
方
の
食
を
、
最
期
の
ひ
と

口
ま
で
お
手
伝
い
し
た
い
。
た
と
え
ば

『
ワ
タ
ミ
の
宅
食
』
の
営
業
所
に
管
理
栄

養
士
が
ひ
と
り
ず
つ
い
れ
ば
、
そ
の
地

域
の
訪
問
栄
養
指
導
が
で
き
ま
す
。
い

つ
か
こ
の
夢
を
実
現
さ
せ
た
い
で
す
ね
」

情報発信 2017年、
「みんなの夢A

ア ワ ー ド

WARD」で
グランプリ受賞！

学会発表

介護食の開発 ●山
やま

田
だ

 絵
え り か

里加
管理栄養士●上

かみ

地
じ

 美
よし

恵
え

●神
こうやま

山 佐
さ な み

奈美
管理栄養士

問題●同じ形のブロックを2つ使い、図形を作りました。どんな形のブロックを使っているでしょうか？ 
なおブロックは回転させることはできますが、反転させることはできません。

低栄養を防ぐために、「ワタミの
宅食」の社員や「まごころスタ
ッフ」に向けた、栄養に関する
講習を行っています。また居酒
屋など外食事業の利用者に向け
た、栄養についてのコラムもイ
ンターネットで発信しています。

高齢者の栄養問題解決に向けて、
学会や研究論文の発表を行って
います。またシカゴ（アメリカ）
やバルセロナ（スペイン）など海
外での学会にも参加。2018年
もすでにいくつかの学会発表を
控えています。

長寿研内の食品栄養科学部門で
は、食べやすく飲み込みやすく
工夫された嚥下食など、介護施
設向けの介護食の研究開発を行
っています。また、一般向けに
開発した「やわらかおせち」は、
2017年の「第3回介護食品スマ
イルケア食コンクール」で農林
水産省食料産業局長賞を受賞し
ました。

在宅栄養ケア・
マネジメント
在宅介護の現場を訪れ、低栄養
を防ぐための栄養ケア・マネジ
メントを行っているのが、長寿
研内の実践栄養科学部門。医師
の指導の下、管理栄養士が訪問
します。栄養調査も行われてお
り、国の研究や介護食の開発な
どにも生かされています。

主な担当はインターネット
で栄養についてのコラム執
筆。百瀬とともに訪問栄養
指導も行っている。

「業務が円滑に回るのは上
地さんのおかげ」とメンバ
ーが口をそろえる、長寿研
の“秘書”。調査結果のデー
タ入力などを行う。

介護施設向けに嚥下食の開
発や研究を担当。夢は「低
栄養を引き起こさない介護
食を開発して世の中に貢献
すること」。

↑この形のブロックを
組み合わせていました。

長寿研の活動が
注目されています！

《問題》《例》

答えは18ページにあります

長寿研の開発商品
「やわらかおせち」
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　皆
さ
ま
の
健
康
を
、
お
い
し
く
て
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
お
弁
当
で
支
え
た
い
。

そ
の
「
ワ
タ
ミ
の
宅
食
」
の
思
い
を
広

げ
、
介
護
が
必
要
だ
っ
た
り
嚥
下
障
害

が
あ
っ
た
り
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
の

方
に
も
、“
食
”
で
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
な
ら
…
…
。
長
寿
研
は
主
に
、

要
介
護
の
高
齢
者
の
低
栄
養
を
防
ぐ
た

め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、
低
栄
養

を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
高
齢
者
の
中
に
は
、

健
康
な
体
を
維
持
す
る
た
め
の
栄
養
が

不
足
し
た
状
態
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
」
と
話
す
の
は
、
長
寿
研
所
長
の

麻
植
で
す
。

　低
栄
養
は
転
倒
や
寝
た
き
り
、
肺
炎

や
認
知
症
な
ど
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

低
栄
養
を
防
ぐ
こ
と
は
大
き
な
課
題
。

長
寿
研
で
は
、
介
護
食
の
開
発
や
訪
問

栄
養
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
介
護
食
は
、
い
く
ら
食
べ
や
す
く
て

も
、
お
い
し
く
な
い
と
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。『
ワ
タ
ミ
の
宅
食
』

の
お
弁
当
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
栄

養
と
お
い
し
さ
に
は
非
常
に
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
」

　ま
た
現
在
、
一
部
地
域
で
行
っ
て
い

る
訪
問
栄
養
指
導
は
、
目
の
届
き
に
く

い
在
宅
介
護
の
方
々
の
低
栄
養
を
解
消

し
た
い
と
、
仕
組
み
作
り
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
方
の
食
を
、
最
期
の
ひ
と

口
ま
で
お
手
伝
い
し
た
い
。
た
と
え
ば

『
ワ
タ
ミ
の
宅
食
』
の
営
業
所
に
管
理
栄

養
士
が
ひ
と
り
ず
つ
い
れ
ば
、
そ
の
地

域
の
訪
問
栄
養
指
導
が
で
き
ま
す
。
い

つ
か
こ
の
夢
を
実
現
さ
せ
た
い
で
す
ね
」

課
題
は
、

高
齢
者
の
低
栄
養
。

解
決
へ
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

2017年、
「みんなの夢A

ア ワ ー ド

WARD」で
グランプリ受賞！

●麻
お え

植 有
ゆ き こ

希子
博士（食品栄養科学）／管理栄養士

●百
もも

瀬
せ

 由
ゆ か り

香梨
管理栄養士●山

やま

田
だ

 絵
え り か

里加
管理栄養士

●神
こうやま

山 佐
さ な み

奈美
管理栄養士

みんなをワクワクさせ、世の中が良くなる
と思えるような夢に贈られる「みんなの夢
AWARD」。2017年、長寿研所長の麻植は
「日本の中核となるライフステージに合わせ
た栄養ケアステーションを設立！」と題し
た夢を語り、見事グランプリに選ばれまし
た。その内容は、「食で健康寿命を延ばす」
という長寿研の目標そのもの。合わせてソ
ーシャルビジネス賞も受賞し、その実現へ
と歩みを進めています。

静岡県立大学大学院にて食品栄養科専
攻博士課程修了。児童福祉施設などで
の勤務を経て、介護老人保健施設へ。
「食を通してその人の一生に関われる
仕事」にやりがいを感じ、勉強会など
に積極的に参加。学会発表多数。健康
長寿科学栄養研究所所長。

特定保健指導のキャリアを
積み、介護業界へ。長寿研
では主に、在宅療養の高齢
者を訪問し栄養指導を行っ
ている。

主な担当はインターネット
で栄養についてのコラム執
筆。百瀬とともに訪問栄養
指導も行っている。

介護施設向けに嚥下食の開
発や研究を担当。夢は「低
栄養を引き起こさない介護
食を開発して世の中に貢献
すること」。

栄
養
も
お
い
し
さ
も
こ
だ
わ
っ
て
。

食
で
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
。

答えは18ページにあります 4


	表紙
	宅食らいふ 2018年1月号 もっと！知って納得「ワタミの宅食」！



